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◎
お
稲
荷
さ
ま
の
お
祭
り
「
初
午
」 

初
午
は
稲
荷
神
社
の
お
ま
つ
り
で
す
。

特
に
京
都
伏
見
の
稲
荷
大
社
は
、
稲
荷

信
仰
の
中
心
で
名
高
く
、
こ
の
日
初
午

詣
の
人
々
で
大
い
に
賑
わ
い
ま
す
。
伏

見
稲
荷
の
縁
起
に
よ
る
と
、
初
午
の
日

を
稲
荷
の
縁
日
と
定
め
た
の
は
、
祭
神

が
伊
奈
利
山
の
み
つ
が
み
ね
に
降
り
た

の
が
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
二
月
の
初

午
で
あ
っ
た
か
ら
で
、
こ
の
こ
と
は
山

城
の
国
の
風
土
記
で
も
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
も
と
も
と
稲
荷
は
稲
生(

い
な
り)

の
意
味
で
あ
る
と
さ
れ
、
五
穀
を
司
る

農
業
の
神
さ
ま
で
し
た
。
そ
れ
が
後
世
、

商
工
業
・
漁
業
の
神
に
も
な
っ
て
い
き
、

そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
は
稲
荷
が
開
運

の
神
と
し
て
非
常
に
盛
ん
に
信
仰
さ
れ
、

町
々
の
小
さ
な
祠
や
屋
敷
神
と
し
て
、

圧
倒
的
に
多
く
お
ま
つ
り
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
で
も
初
午
の
日
に
は
、「
正
一
位
稲

荷
大
明
神(

し
ょ
う
い
ち
い
い
な
り
だ
い
み
ょ

う
じ
ん)

」
と
書
い
た
の
ぼ
り
を
立
て
、

お
赤
飯
や
油
揚
げ
、
お
団
子
な
ど
を
供

え
て
お
ま
つ
り
し
ま
す
。
油
揚
げ
を
供

え
る
の
は
山
と
里
を
行
き
来
す
る
キ
ツ

ネ
が
豊
穣
や
富
を
も
た
ら
す
と
し
て
、

稲
荷
神
の
お
使
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
ま
た
初
午
は
江
戸
時
代
子

供
が
寺
子
屋
に
入
門
す
る
日
で
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
参
考
文
献
『
神
道
と
し

き
た
り
事
典
』茂
木
貞
純
監
修 

二
〇
一

四
年
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研
究
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発
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『
現
代
こ

よ

み

読

み

解

き

事
典
』

柏

書

房

発

行 

二
月 

如
月

き
さ
ら
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１日・15 日 月次祭(つきなみさい) 皇室の弥栄と国家安

泰、氏子崇敬者並に社会の幸福と平和を祈ります。  

３日 節分立春正月、一陽来復して春になるという考

えから立春の前日だけが暦に記載されるようになりま

した。翌日から年の始めであること、気候が冬から春に

なるという事で、この日は一年の最後と考えられ、邪気

を祓い幸せを願ういろいろな行事が行われます。 

４日 立春旧暦の上ではこの日が一年 

の始めとされました。日足が伸び気温は 

上昇に向かい木々も次第に芽吹きはじめ 

春の気配がどことなく感じられます。 

７日初午二月最初の午の日。お稲荷さまを祀る行事。 

11 日建国記念の日神武天皇即位の第一日、つまり

皇紀元年(西暦前 660 年)正月１日が太陽暦の２月 11 日

にあたるとして明治五年に制定されたことが由来です。 

19 日雨水(うすい)「雪散じて水と為る也」とあるよう

に、今まで降った雪や氷が解けて水となり、雪が雨に変

わって降るという意味。雨水ぬるみ、草木の発芽を促し、

萌芽のきざしが見えてきます。昔から農耕の準備などは

この雨水を目安として始めるとされてきました。 

本日はよくお参り下さいました 

本年第一回目の発行となります。今年も宜しくお願い

致します。皆さんはどんな年始をお迎えになられたで

しょうか。お天気がよかったので遠出した方も多かっ

たようです。３日以降のお参りが 

多く感じられました。１月から３ 

月にかけては、受験シーズンとな 

ります。学問の神さま菅原道真公 

をおまつりする当社では、期間限 

定で受験当日祈願を行っています。受験生の皆さんに

は、当日、ご両親やご祖父母、ご兄弟、ご親戚、お友

達、たくさんの方が、ご自分のために、神さまにお祈

りしていることを、思い出してほしいと思います。ど

うか気持ちを強く持って、試験に臨めますように。合

格発表の時期には、受験生のご健闘を称え、今後のご

活躍をお祈りしています。お願い事の結果を、天神さ

まにご奉告され、次につなげてください。皆さまの幸

運とご健康を心よりお祈り申しあげます。権禰宜道子 

今
月
の
言
葉 

『
修
行
に
於
い
て
は 

こ
れ
迄
成
就
と
い
ふ 

事
は
な
し
』 

山
本
常
朝
「
葉
隠
よ
り
」 

 
 

 
 
 

 
 

修
行
に
終
わ
り
は
な
い
。
一
つ
の
こ
と

を
究
め
た
瞬
間
は
ピ
ー
ク
で
も
第
一
級

の
技
能
、
精
神
を
維
持
す
る
に
は
鍛
錬

を
続
け
て
い
く
ほ
か
な
い
。
自
分
は
達

人
だ
と
考
え
た
と
た
ん
驕
り
や
怠
惰
の

心
が
生
じ
鍛
錬
を
怠
り
錆
び
つ
い
て
い

く
。
修
行
が
厳
し
い
の
で
は
な
く
、
続

け
る
こ
と
が
厳
し
い
の
で
あ
る
。
何
か

を
成
し
遂
げ
れ
ば
成
就
で
あ
る
が
、
修

行
に
お
い
て
は
成
就
は
な
い
。
「
続
け

る
」
と
い
う
行
為
こ
そ
修
行
で
あ
る
。

参
考
文
献
『
神
道
の
こ
と
ば
』
武
光
誠
監
修 

 

 


